
日本野鳥の会新潟県

鳥のいる風景ペニヒワ Carduelis jlammea 

ペニヒワは、ベニマシコやオオマシコなどと共に

「赤い烏J として、愛好告に人気の冬烏である。

県内にも、毎年渡米しているものと思われるが、

渡来数は、年によって変動が大きいようである。昨

冬は 「当たり年J であり、私のフィールドの上越で

も、好物のオオパヤシャプシの実（種子）を食べて

いる 20羽位のllf.れが観察されている。同じ場所で、

コペニヒワも数羽観察されている。

疑問に思ったのは、この 20羽位の群れの中に、

胸の赤い雄（1£，＼，~）が比られないことであった。 雌
ばかりの群れかとも思ったが、若い雄（第一回冬羽）

には、頬や胸に｛也かに赤味があると聞き、撮った写

点を詳細に見ると、再度は多少違っても殆どの個体

の頬や胸に｛告かに亦味が認められた。図鑑等を見る

と、雌にも亦味があるようであり、雄成鳥以外の雌

雄の識別は簡単ではないようだ。

ところで、掲載写点（ 2 7年3月27日撮影）の

ペニヒワは、 ,ffい雄だろうか、それとも雌だろうか。

オオパヤシャプシの突を鷲掴みしている勇ましい姿

であるが、可愛らしい風貌なので「B0 y J ではな

く rLad y Jであると、自己流識別をしている。

（上越市金子俊彦）



妙高高原の自然と鳥 ～世界有数の豪雪地に育まれる生きものたち～

妙高高原はかつて上信越高原国立公園の西部地

域に含まれていたが、 2015年3月27日に分離

独立し、妙高戸隠連山国立公園となった。北陸新

幹線も開通し、国立公園の入り口となる妙高高原

駅まで、は長野駅や上越妙高駅から 30～40分程

度で到着する。

新潟県の方にもあまり知られていないが、妙高

高原のスキーエリアは世界の人気スキーリゾート

ランキングで5位に入ったことがあり、近年で

はウインタースポーツを楽しむ外国人が多く訪れ

るようになってきている。

妙高高原の植生

この世界でも有数の降雪量が独特の進化を遂げ

た生きものたちを育んできた。植物ではプナ林の

存在が有名で、あるが、新潟県はプナ林の面積では

北海道に次いで全国2位、森林面積に占めるプ

ナ林の割合は全国第3位である。

また、低地からプナ林が成立することも特徴で

ある。プナ林の林床にはヒメアオキ、オオパクロ

モジ、エゾユズリハ、ユキツバキ、ハイイヌガヤ

といった多雪地適応植物と呼ばれる植物が生育

し、それぞれ太平洋側に生育しているアオキ、ク

ロモジ、ユズリハ、ヤブ、ツバキ、イヌガヤの変種

とされている。

これらの植物に共通する特徴は、背丈が高くな

図 l.火打山のライチョウ（5月）
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妙 高 市 長 野 康之

図2.ハイマツとライチョウ

らず、茎の柔軟性が高いことである。雪に埋もれ

てしまう事で冬芽が寒さにさらされて死んでしま

わないように、また雪の重みで茎が折れないよう

にといった適応である。

妙高高原の鳥たち

こうしたことと関連してか、妙高高原にはユ

ニークな烏たちが生息している。妙高高原の麓か

ら火打山へ登っていく道程をたどりながら、いく

つかの特徴的な鳥を紹介していきたい。

希少性が高い鳥と言えばノジコである。ノジコ

は環境省のレッドリス トでは準絶滅危慎種となっ

ているが、世界でも繁殖が知られているのが本州

中部の山地の河川や湖沼 ・湿地周辺の林といった

特定の環境だけである。あまり注目を浴びない鳥

であるが日本でしか繁殖が知られておらず、日本

での繁殖環境が悪化して個体数を減らすと世界か

ら絶滅しかねない鳥である。

上越エリアは地すべりが多いことでも知られて

いる。植生遷移が順調に進むと階層構造のある成

熟した森林が成立するが、地すべりによって植生

遷移の進行が妨げられ、 雪の恵みによる豊富な水

が湿地等を形成することでノジコの好適な開けた

疎林という生育環境が作り出されているのではと

思われる。



図3.7月の火打山 ・焼山田E谷池

少し標高を上げていくと、林床をササに覆われ

たプナ林内で多くのクロジのさえずりが聞こえて

くる。このクロジも分布がカムチャツカからサハ

リン、そして口本にかけた極東に限られ、日本国

内でも中部以北の落葉広葉樹林でのみ繁殖する鳥

である。

プナ林を歩いているとあちらこちらから声が聞

こえてくる妙高高原に多い烏と言える。黒い鳥と

いうとすぐにカラスが思い出されるが、小さく丸

い体型とさえずりがカラスとは違って美しい。

カラ類やキツツキ類をはじめ、センダイムシク

イやメポソムシクイ、ルリピタキのさえずりを聞

きながら山を登っていくと、オオシラピソを主と

した亜高山帯針集樹林帯になり、そこではキクイ

図4.火打山のライチョウのぺア
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タダキのさえずりの大合唱に遭遇できる。

火打山の向山裕に入ると、これも日本固有種で

あるカヤクグリが多く出迎えてくれる。近縁種の

ヨーロッパカヤクグリはユニークな配偶システム

を持っていることで知られているが、兄弟で共通

のなわばりを守っているようなところを何度も目

撃するので、日本のカヤクグリも同じような婚姻

形態を持っているのだろう。

火打山のライチョウ

さて、いよいよ高山手wの綾線に入ってくると日

本最北限 ・最少の集凶である火打山のライチョウ

に出会える。といっても 5月から 6月の残雪が

残るなわばり形成期と 10月になって群れを作り

始める時期以外は、ハイマツやミヤマハンノキと

いった樹木の群落や、高茎革本群落の中に隠れて

なかなか見ることができない。

火打山のライチョウは、 2007年から国際自然

環境アウトドア専門学校が継続して調査をしてい

るが、近年とても心配な状況が明らかとなってい

る。ここ 4年ほどの問に伺体数が減少し続けて

いるのである。2012年には 31羽確認されてい

たものが、2013年には 25羽、2014年には 17羽、

そして今年（2015年）は 13羽の確認に留まった。

この倒体数減少の原閃はまったく不明で、、彼らの



図5.厳冬期のライチョウ

保全のためにも減少要因解明のために調査が必要

である。

日本のライチョウは 2012年 8月に環境省版

レッドリストの見直しで絶滅危慎II類から絶滅危

慎 IB類にランクアップされた。

環境省の見解によると、日本のライチョウは遺

伝的に 5つの集団に分化していて、火打山（焼

山を含む）の集団はここだけで lつの遺伝的ま

とまりをもっているのだが、この少数でどうやっ

て集団が維持されているのかは大きな謎である。

他にも火打山のライチョウだけが持つ特徴がい

くつもある。火打山のお隣の焼山との聞では個体

が頻繁に行き来している。他の山岳とは異なり、

ハイマツ以外で営巣する例が多く、日本で最も一

腹卵数（一回に産む卵の数）が多く 8卵の例も

図6.火打山のライチョウの鮮れ

知られている。他の山岳ではオスの数が多いのだ

が、火打山ではメスの方が多い。また、他の山岳（乗

鞍岳）と比較すると、食べている植物の種類や行

動パターンが異なり、行動圏の広さが広いようで

ある。

ライチョウは有名な鳥であるので、もう調べる

ことがない位わかっていると思っていたとの声を

開くことが多い。しかし、日本最北限 ・最少であ

る火打山のライチョウもその生態についてはまだ

まだ謎が多い。海外では市民科学が盛んで、 一般

の方々が得たデータが生きものの保全に行かされ

ている。火打山でライチョウを目撃された際に

はぜひ詳しい位置（GPS情報があると望ましい）

と個体数や雌雄の別等を記録していただくと、彼

らの保全に大きく貢献することができる。
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図7.火打山で観察されたライチョウの個体数
日本のライチョウは20 l 2年8月に環有権雀版レッドリストの見直しで絶滅危倶種H類から絶滅危慎 IB頬にランクアップされた。
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妙高山麓桶海の鳥

妙高市の南東部に位置する桶海（おけみ）地区

は標高 570～945m、盆地とそれを取り囲む山々

で形成されています。北は上越市、東は長野県飯

山市、南には斑尾山を望み、西にはなだらかな裾

野を広げる妙高山の全容を一望に見渡すことがで

きます。元々農村風景が広がる静かな場所でした

が、パプ、ル期にスキー場やホテルなどのリゾート

施設が開発され、現在では自然と人の営みが共存

している特徴ある地域となっています（現在の桶

海の様子はリゾート施設のホームページで詳細を

知ることができます）。

繍海から望む妙高山

楠海ではこれまでに人里から低山の鳥を中心に

18目44科 139種の野鳥を確認し（表 l、外来

種を除く）、多い年には年間 100種近くの烏を確

認しています。

繁殖期に生息を確認した鳥は 64種、そのうち

繁殖または繁殖している可能性がある種は 54種

になります。プナなどの森が広がる山間部ではコ

ルリ、クロジ、ノジコなどが繁殖し、キクイタダ

キが繁殖することもあります。

民村地帯の広がる盆地部ではヒバリ、オオヨシ

キリなどが繁殖しています。また広域的にヨタカ、

フクロウ、ハチクマ、ニュウナイスズメ、サンショ

ウクイなどが見られ、ニュウナイスズメにいたっ

てはスズメが繁殖している盆地部でも普通に繁殖

しています。

特筆すべき事例として、 1995年 5月に民家の

軒先でツバメの大陸産亜種のアカハラツバメ（体

妙高市後藤利之
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術i毎付近の地図

下聞が淡赤褐色）の雄と亜種ツバメの雌がつがい

になって繁殖に成功したことがあり、巣立ちヒナ

の中には体下面が淡褐色の個体と白い個体がいる

ことを確認したことです。水鳥類ではカルガモ、

コチドリ 、カワセミなど数種類の繁殖に限られて

いますが、近年繁殖は確認されていないもののカ

ワウとオオパンの増加傾向が顕著になっています。

また、春と秋の渡りの時期に多くの種が立ち

寄ることが確認され、桶海地区が渡りの中継地

となっていることが窺えます。マミジロキビタ

キ（雌）がゴルフ場の落葉広葉樹林に飛来したり、

セグ、ロカッコウの雄が3シーズン飛来したことも

あります。

桶海では野鳥以外にもツキノワグマ、カモシカ、

ムササピ、リス、テン、モリアオガエル、イモリ、

イワナ、ドジョウ、ホタル、ゲンゴロウなど多く

の動物が生息し、生き物たちの息遣いを身近に感

じることができる自然の残る地域です。

引用文献上越深鳥の会会報No,20

桶j毎を代表する鳥 ニュウナイスズメ
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妙高市橋海における出現獲re録 2015年7月7臼現在

目 ｜ 科 I No I 種名 ｜繁姫｜ 時期 ｜ 備考繍｛出現頻度・状況場所 1回の出現羽数等〉
キジ目 ｜ キジ科 I 1 ｜ヤマドリ ｜。 ｜ 巻～秋 ｜時々 。大半が林道部で、ゴルフ場で落鳥記録あり

I I 2 ｜キジ ｜＠ ｜ 春～夏 i稀。以前は繁殖していたがゴルフ場鉱大で近年は稀
ー『ーーーーーーーーーー『ーーーー，．ーーーーーーーーーー，ーー－－ーーーーー－－－－ーーー－－－－ーーーーーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーー甲ー”’ーーーーーーーー

カモ自 ｜ カモ科 I 3 lコハクチョウ I I 2月下旬 12015/2/24グラウンド上空を通過（北へ移動していく声を聞く）
4 lオシドリ ｜ ｜ 春～秋 i時々 。貯水池等で1～10数羽
5 lオカヨシガモ ｜ ｜ 9月下旬 12005/9/23ゴルフ場旧ショートコース肉の池 1羽
6 1ヨシガモ ｜ ｜ 春、秋 l稀。渡りの途中にゴルフ場旧ショートコース内の池 1～2羽
7 ｜マガモ ｜ ｜ 春、秋 I渡りの途中にゴルフ織の池に時々 1～10数羽
8 ｜カルガモ ｜＠ ｜ 春～初冬 ｜繁渇する個体と通過する個体がいるほぽ全主義
9 ｜ハシビロガモ ｜ ｜ 9月下旬～11月下旬 l稀。2003年（9126.1017. 11/22）ゴルフ場の池
10 Iオナガガモ I I 10月下旬～11月上旬 12009/11/9♀1羽、 2013/10/29♂1羽共にゴルフ場の池
11 ｜コガモ ｜ ｜ 春、秋 ｜多い。渡りの途中にゴルフ渇の池貯水池等
12 Iホシハジロ I I 12月上旬 12014/12/2ゴルフ湯旧ショートコース肉の池♂1羽

且 . 13 Iキンクロハジロ I I 春、秋 ｜渡りの途中にゴルフ場の池。貯水池1～数羽

ーさ1.?-:J｝.＿.と~j＿＿在1.?-:J}._JJヰー I14 ＿同イツブ~L一一｜見ー｜一一豆ご見ー一一l主主主泊三J日担旦主主士日ご~~史浩竺史7!-ll!!.＿＿＿＿一一
ハト目 ｜ ハト科 I 15 Iキジバト Io I 春～初冬 ｜会減に普通。 1～10羽前後

自由ー世田ー＿＿j ＿＿ーーーーーーーー上.！~－てを企ーーーーーー I ＿~ーしーーー主ご·.！＇L＿”ー民宝主自主i三.t!主主そF笠~~'.E~込こーー
ー主主主主！と旦」一一7.!L＿＿上.！Z:J主Z？＿ー ーl －｜ 春～秋 ー住01_9~主~笠L～2羽で時々主型主主主主琴
ペリカン自 ｜ サギ科 I 1a 同イサギ ｜ ｜ 春～秋 ｜主に夜間。時々盆地で声を聞く

19 Iササゴイ ｜ ｜ 夏～秋 12001、2002、2005年にゴルフ織や集落で、単独
20 Iアマサギ I I 春 ｜渡りの途中の小群を過去に1図。 伐録地よ空
21 Iアオサギ I I 春～秋｛冬） ｜全減。1～数羽。1月下旬の配録も1回あり
22 Iダイサギ I I 9月中旬～11月中旬｜稀。歪種チュウダイサギ盆地内の池。J単独

ヨ 23 Iチュウサギ I I 5月上旬 ｜稀。2007/5/2ゴルフ場の湿地で2羽
ーーーーーーーー『ーーーーーーー’ーー『・・ーー－...ーーー－－・・ーーー－．．司ー－・・ーーーーーーーーーーー『ーー』ーーーーーーー・・ーーーーーーーー自由ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ツル自 ｜ クイナ科 I 24レfン I I 秋 l稀。ゴルフ場の池で。単独
I I 25 Iオオパン I I 秋 ｜時々 。ゴルフ±118・ンョートコース肉の池で1～3羽

一『一ーー一ーーーーーー『・・ー，司，..＿，司ーー”ー，申・・ーー，－－ーー自信ーーーーーーーーー』ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーーー－－－－－－－ー－－ー
カッコウ目 ｜ カッコウ科 I 26 Iジュウイチ I I s月～夏 ｜時々 。主に林道上締本線よ部で、少ない

27 Iホトトギス Io I 5月～夏 ｜全焼で普通。林道部では多い
2a Iセグロカッコウ I I 5月～6月 ｜稀。過去に3シーズン飛来。集落、林道、ゴルフ渇
29 Iツツドリ Io I 春～秋 ｜普通。全繊（主に林道錦、ゴルフ耳障）

一一一一一一一一一 .＿~Qーな但セ一一ーしーl 初夏 由民立造盟三曾主聖堂校。全繊
ーヨ~tJ.旦＿j___ §~tJ科 ー I 31 ＿但主主一一一＿I_Q_I ＿一ー笠ご互一一ー怯位、主主讐主点笠見一一 一一一一一一一一ー
アマツバメ目 lアマツバメ科 I 32 レ、リオアマツバメ｜ ｜ 春～秋 ｜ごく少ない。時折主に綜道上締本線
________ J I 33 Iアマツバメ ｜ ｜ 春～秋 L~々。 全員葺。単独～数十羽～で飛来

－，ーーーーーーーーーー『ーー』＿，＿＿ーーーーーーーーー，ーー－－ーーーーーーーーーーーーー＿，＿＿ーーーーー由ーーー－－ーーーーーーーーーーー申ーーーーーーーーーーーーー
チドリ目 I チドリ科 I 34 1イカルチドリ ｜ ｜ 9月よ旬 12002/9/9ゴルフ場旧ショートコースで早朝！こ1羽

一 一 I 35 Iコチドリ ｜。 ｜ 春～夏 l弄スキー織駐車場とその周辺、農耕地で1～10数羽
ーーーーーー『ーーー－－ーーーーー一ー ーー－ーーーーーーーーーーーーーーーー－－－－，ーーー四ーーー・・ーー－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
シギ科 I 36 Iアオシギ ｜ ｜ 4月下旬 l稀。2013/4/2718釣り纏の人工池で1羽

37 Iチュウジシギ I I 10月上旬 i稀。2002/10/3農耕地で夕方に1羽
38 Iタシギ ｜ ｜ 春 l稀。旧釣堀の人工池で、単独

39 Iクサシギ ｜ ｜ 春、秋 l時折。集落を除く盆地の水辺で、 1～2羽

情ーーー－－－ーーーーーーー＿＿J＿~Q._L-Q.~~一一ーーーしーーしーーーー主主ーーーーーi虫色匙旦生盆盟主製旦占主主塵寛容笠~l哩Rf!＿ーーー
タカ自 ！ーー三宮ミ？］L_L~.！－医主主一一一｜ーー｜一一豆ご生一一ー店主弘主見占盟主i!l盟主主一一一一一一一一一ー：

タカ科 I 42 レ、チクマ Io I 初夏～秋 ｜全減。8月頃から集落でも多く出現し、林道では秋に渡り ｜ 
43 Iトピ ｜ム ｜ 通年 l全綬。単独～数羽
44 Iツミ ｜ ｜ 春～秋 ｜時折。全波。紋には林道で渡る姿も（少数｝
45 Iハイタカ ｜ ｜ 春～秋（冬） ｜時々 。全滅。単独で出現
46 Iオオタカ ｜ ｜ 春～秋 ｜称。全犠。単独
47 Iサシパ ｜ ｜ 春～秋 ｜秋の渡りは林道で、秋以外l立金織で時々
48 Iノスリ Io I 春～秋 ｜全減。（主に林道部、ゴルフ場｜日ショートコース）1～2羽

ヨ . 49 ｜クマタカ I I 5月中旬 12015/5/13 林道上樽本線～スキー織ゲレンデダウンti~で1羽
フクロウ目 ｜ フクロウ科 I so Iフクロウ Io I 春～秋 ｜主に集落、林道部

ブッポウソウ白川 カワセミ科 I s1 ｜アカショウビン I I 初夏 ｜ごく少ない。渡り途中、主に盆地
s2 Iカワセミ l。 l 春～秋 ｜時々 。盆地内の水辺。繁猫は過去に林道

. . 53 Iヤマセミ I I 春～秋 ｜稀。ゴルフ場に単独
『ーーー＿，..ーーー－－・m，明司司，．．，一－－－－ーーーーー司ーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーー・・ーー”ー－－司ーーーーーーー・・ーー

キツツキ自｜ キツツキ科 I 54 Iアリスイ I I 9月中旬 12014/9/18幾紛！1!!と隣t棄した低木群落。lllil
SS Iコゲラ Io I 通年 ｜普通。全貴重
S6 Iアカゲラ I@ I 通年 ｜普通。全続。過去に集落外れやゴルフ場で繁殖

. . S7 Iアオゲラ Io I 通年 ｜普通。全繊
ーーーーーーーー『ーーーーーーーーーー『ーーーー，．ー田，司司m ，，，闇””－－ーーーーーーーーーー司ーーー』ーーーーーーーーーーー司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ーーー
ハヤブサ自｜ ハヤブサ科 I sa Iチョウゲンポウ I I 春～秋 I~にスキ－ll駐車場とその周辺に時々。単独

59 Iコチョウゲンボウ｜ I 11月中旬 12007/11/14アパホテル新館～ゴルフ場。1羽

白幽－－ーーー＿.. ＿ーーーーーーーー＿J_.§Q.＿［目。主.：！.-t＿＿＿しーーしーーー早急宝L＿＿＿λ弘鎚f主主轡主払塑一一一一一一一一一一一一一一一一一一
スズメ目 iサンショウクイ科｜ 61 lサンショウクイ Io I 春～初秋 ｜普通。全滋（主に林道部、ゴルフ場）

カササギヒタキ科I62 Iサンコウチョウ ｜ ｜ 春～夏 ｜ごく少ない。渡り途中にゴルフ場、林道上締本線

主主乱ーー I＿§~ーモさーーーーーーーー I ＿~＿I ＿＿主士民愁~~L－ーl主主主旦~－1...:τ~ ＇.！＇！＿＿＿ーーーーーーーーーーーー－－四ーーーー司明朝
カラス科 I 64 lカケス Io I 通年 ｜普通。全滅。（秋～春Iま盆地で封書える）

65 Iオナガ ｜ ｜ 8月中旬 12015/8/16集落へ単独で飛来。
66 Iホシガラス ｜ ｜ 9月中旬 12010/9/14林道上線2幹線。 1羽
67 Iハシボ、ノガラス Io I 通年 ｜普通。全減。秋～冬Iま集落付近で数百羽の鳩（ねぐら）育長成

一一一一＿＿＿.＿.§~－~止さ土g＿~~－－ l Q_l 通年 ーl笠通。全域。 秋二全r~.主蓬位J星空数百:Ji!の嶋（ねぐら）形成－
-f:~－－｛＿？.，芝＇.！－.笠 I 69 I毛乞1.21.主 ー ーI－~－I ____ ］~ご主一一ー主lミ韮史占望主主管室盟主主杢の飽録あり ー
シジュウカラ科 ｜ 0 ｜コガラ IO I 通年 l主に林道部。秋～春lま盆地でも見られる。

71 ｜ヤマガラ ｜。 ｜ 通年 ｜普通。全繊
72 Iヒガラ Io I 通年 ｜普通。全域（主に林道部｝

' 73 シジュウカラ ｜＠ ｜ 過去芋 l普通。全主義（主に築港、ゴルフ場、林道部｝
ヒバリ科 I 74 ヒバリ ｜＠ ｜ 春～秋 iゴルフ場18ショートコース、スキー場とその段車場。1～3羽
ツバメ科 I 7S Iツバメ ｜＠ ｜ 春～秋 ｜普通。全波。秋は盆地で渡りが見られることもある。

’（アカハラッパメ＞I c I 5月～6月 ｜獄。1999年5月に集落で亙種ツJfメと繁殖成功
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目 科 No 種名 繁殖 時期 備考繍｛出現頻度・状況場所 1回の出現羽数等）
76 イワツ1＼メ 。 容～秋 普普普通通遜。会主葺（ゴルフ湯クヲブハウスではコロニー形成）

ヒヨドリ科 77 ヒヨドリ 。 通年 。会嫌。春と秋Iま渡りも見られる

ウグイス科 78 ウグイス 。 容～秋 。全滅。林道部では多い
ウグイス科 79 ヤブサメ 。 理事～秋 普通。林道部、桶海坂

エナガ科 80 エナガ 。 通年 普通。金縁

ムシクイ科 81 オオムシクイ 5月～6月 林道上柳本線、ゴルフ犠（；度り途中）
82 メボソムシクイ 春、秋 時折。林道錦、ゴルフ場（渡り途中）
83 エゾムシクイ 春、秋 時々。iまlま全員葺｛主に林道部）。渡り途中

84 センダイムシクイ 。 春～秋 lまlま全員まにj度り途中で立ち寄る他、夏季に局地的に生息
メジロ科 85 メジロ 。 春～秋｛冬） 普通。全嫌。1～数羽

センニュウ科 86 シマセンニュウ 6月よ旬 稀。2010/6/3集落外れのススキ原で1羽
87 工、ノセンニュウ 6月下旬 稀。2007/6/24林道上本柳上部で1羽

ヨシキリ科 88 オオヨシキリ 。 初夏～秋 ゴルフ場の一部集落・農耕地の一部
89 

lー｜コキーヨレーシンーキージーリャークーーーー
9月下旬 2014/9/26。ゴルフ場旧ショートコースの草地でさえずり

レンジャク科 90 秋～春 稀。lまlま全滅。1～数羽

91 秋～初夏

日~；普萱鱒空智種孟通針主； 正．. !!-J［主旦ヒ~－豆一一ー ーーーーーゴキジパュウシカリラ科科
92 ｜｜｜キゴヒレジパンュシジウリャカクラ 。 通年 全滅（主に林道錦、ゴルフ場）
93 秋～春 集落で1～2羽。ごく少ない

ミソサザイ科 94 
｜μミaソクサドザリイ

。 通年 主に林道部。冬期lま集落にも出現

ムクドリ手ヰ 95 。 春～秋（冬） 全波（主に盆地）夏にも一時期いなくなる
96 コムクドリ 春～夏

カワガラス科 春～秋（冬） ｜｜｜主時稀に。々渡盆。主り地途に。中貯；1重に水り途林池道中。単上に独梅1～本2線羽' 97 
｜ー｜カマーワミージガーローラース一ーーーー

b. 

ヒヲキ科 98 秋 。単独
99 トフツグミ 春～夏（冬） 時々。主に林道部、集2喜
100 クロツグミ 。 春～秋 普通。全滅（主に林道部、スキー場、集落）
101 マミチヤジナイ 春、秋 時々。主に集港、林道。；度り途中
102 シロ，、ヲ 秋～春 主に集落、林道。冬は年l、よる
103 アカハフ 春、秋 主に集落、林道。近年はごく少ない
104 ツグミ 秋～春 主に集落、ゴルフ場、林道。冬1ま年による

｛，、チジョウツグミ） 秋～春 稀。集落。単独（歪穫ツグミの群れに混じる）
105 コマドリ 春 渡り途中、桶海坂、娘道大鹿桶海線
106 コJレリ 。 春～夏 普通。主に林道上槻本線、スキ－ti
107 ルリビタキ 春、秋 少ない。lまぽ全織。渡り途中九時々
108 ジョウピタキ 春、秋、 （冬） 少ない。主に盆地。冬は前に集落
109 ノピタキ 春、秋 iLtり途中に、主にスキー湯駐車場とその周辺。1～10数羽
110 ヱゾピタキ 春、秋 渡り途中に、林道膏B。1～数羽
111 サメピタキ 春、秋 渡り途中に、林道部。1～数羽
112 コサメピタキ 。 春～秋 春lまlまlま金主襲。変～秋Iま主に林道部、ゴルフ犠
113 マミジロキビタキ 5月上旬 2003/5/1ゴルフ場の落葉広葉樹林。♀1羽
114 キビタキ 。 春～秋 普通。全減（主に林道部、ゴルフ場）

115 オオルリ 。 春～秋

スズメ科 ニュウナイスズメ 。 春～秋
：ー普やー通やーー少。『全な『滅いー（。ー主全ーにー滅ー林（ー主道ーに部ーー林、ーゴ道ール部ーフー）ー・・ーーーー由ー・．巴ーーー由ー・・ーーー

116 場、スキー場）
117 スズメ 。 ド 通年 t普主’通にー集ー。ー全落ー滅、ー農（ーiー耕ー地ー。ー近ーー年ー減ー少ーー傾ー向ーーにーあーるーーーーーーーーーーーーーーー

セキレイ科 118 キセキレイ 。 理事～秋 主に集落、農耕地、林道部）
119 J、クセキレイ 。 春～秋（冬） 少ない。主に重量地。冬は時々
120 セグロセキレイ 。 春～秋（冬） 少ない。主に集落。農耕地とその周辺。冬1ま時々
121 ピンズイ 春、秋 渡り途中。全滅。1～数羽
122 9ヒJfリ 春、秋

同ー｜全報ー滅。ー集ー。落ー春ーは、－グ－ま－手ラ－に－ウーよーンり－ド数ー。ー単百－独羽－単ーー位ーのーー大ー群ーがーー出ー現ーーーーーーーーーーーー
アトリ科 秋～春123 アトリ

124 カワラヒワ 。 春～秋（冬） 普通。全滅
（オオカワフヒワ） 春、秋（冬） 渡り途中。全滅。群れでの出現が多い

125 マヒワ 秋～春 全員露。1～数百羽の務れ

126 ペニヒワ 春、秋 稀。j度り途中。林道上本線、ゴルフ場

127 J、ギマシコ 冬～春 稀。2010～11年冬iま1～数羽で出現

128 ペニマシコ 春、秋 全域。；度り途中に時々。1～数羽 2羽
129 イスカ 冬～初夏 続。林道、集落で小群。2014年lま当たり年
130 ウソ 秋～春 主に林道部。集落。1～数羽

｜｛アカウソ） 冬 時折。冬に集落。1～数羽
131 シメ 春、秋 渡り途中。集落、ゴルフ場。1～数羽
132 

卜回川イ目zカオ’ルジーーロー田ーーー－
。 通年

｜回l林普目通道ーー部。ー全でー滅はー。ー普1ー通～ー。ー数会ー羽ー主要ー。ー1ー～ー1ー0ー数ーー羽ーーーーーーーーーーーーーーーーー
ホオジロ科 133 。 春～秋

134 ホオアカ 4月下旬、 10月下旬 2007/10/28農耕地で1羽。2015/4/23ゴルフ場♂1羽
135 カシフダカ 春、秋 普通。全滅。j度り途中に1～数十羽
136 ミヤマホオジロ 春、秋 時折。lまぽ金成。j度りの途中｜こ1～数＋羽
137 ノジコ 。 春～秋 少ない。主に林道部｛春と秋には盆地にも出現）
138 アオジ 容（初夏）、秋（冬） 会減。渡り途中に1～数羽。稀に冬
139 クロジ 。 春～秋 主に林道上梅本線、スキー得。1～数羽

ハト J、ト 外来種 ドバト 春～秋 稀。集落lこ1羽で飛来

スズメ チメドリ 外来復 ガピチョウ 8月下旬 2013/8/27集落と林道上締本線で声を飽録

ムシクイ 外来4重アムールムシクイ 6月中旬 2011/6／同鉢道大谷桶渇繰で本視のさえずりに似た声を間〈が来断定

1、このリストiま妙高市～4南海編～に添付した地図の赤線内で出現したj鳥類！2録である。桶海盆地と隊後する山々、その中にあるゴルフ場、スキー場肉の
一創1を含み、 2015年9月10臼現在、後藤が観察！2録したものと、探鳥の会で行った3回の探！鳥会出現種である。

2、 繁殖記号 。 。繁殖したことがある -0 ・繁殖が推測される b. ：繁殖は微妙

3、時期織はK2録した季節や月を表しているが、出現頻度は1回～普通まで機々な物が含まれ、全て閉じ頻度ではない。
4、時期欄の（ ｝内は過去には他にそういう記録があるという意味である。
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新潟県野鳥観察図鑑 vol.6 
オオルリ （Cyanoptilacyanomelana）英名： Blue-and-whiteFlycatcher 

1111111Jll11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111r-

I 新潟県のオオルリ

夏烏として佐渡島、粟島を含む県内各地の山地

や渓谷に飛来し、斜面の岩崖などに巣を作り繁殖す

る。主に昆虫類を捕食する。春と秋の渡りの時期に

は平野部に飛来し、林や公園でも観察される（妙高

市の鳥）。

2.春の渡り

4月中旬から 5月初旬にかけて渡りの途中に平野

部の公園や海岸林などに立ち寄り休息する。花が

散り若葉が芽吹き始めたサクラの木などに発生する

青虫や飛朔性の昆虫類を捕食する様子を観察する

ことができる（写真 1)。

メスはオリープ色で目立たない体色をしており樹

木の茂った繁殖地でみは見つけにくいため、渡りの途

中が観察の好機である（写真2）。

写真1 桜の木で鱗麹自の幼虫を矯食するIOC鳥｛オス）

写真2 メスは渡りの季節に市街地でも見る機会が多い。

-8-

写真3 繁殖期の森林綜縁部でさえずるオス

写真4 秋に観察されるオオルリ幼鳥 （オス｝

3.繁殖期

主に渓流や湖畔などを望む山地森林の林縁部に

渡来し、岩崖にコケで巣を作り繁殖する。渡来当

初は渓流沿いの芽吹き始めた樹木の枝先でなわぼ

りをめぐってオス同士が追いかけ合う様子を観

察することができる。5月から 6月にかけて林縁

部の高い樹木の枝先など目立つ場所（ソングポス

ト）で嚇るオスの姿を見つけることができる（写

真 3）。

4.秋の渡り

9月の渡り時期にも平野部の公園などに立ち寄

る。秋は木々の葉がまだ、茂っているため春に比べ

て見つけにくいが、その年に巣立った幼鳥を観察

することができる（写真4）。

（写真岡田成弘）



近年のデジカメの普及により、野鳥たちをデジカメ等で記録してい
る会員の方々も淘えています。皆さんの写真をお待ちしています。
珍鳥や力作はもちろん、微笑ましい、楽しい写真、初々しい写真も
大歓迎です。

オオハム
初鶴自： 3月18日

カラシラサギ
鍾彫日時 ：6月29日
鍋彫刻．所： l凋川の河口付近（上選市）
発見者：南波 明夫
織修者 ：：金子俊彦

コサギより少し大きめな美しいサギ、脚の色がif{イントです。

4 

、
ハヤブサをモピングするツパメ
燭彫日時： 9月14日
ti影渇PIT：魚野川

ti’E者：！換康哲哉
普段は鱒食される側のツバメたちが、この時はハヤブ
サに’匹敵に立ち向かっていきました。

.車整E’m日： 5月 19日
燭彫刻島所：鳥屋野潟
ti影者 ：浅野源太
海上や港湾で見かけるが、珍しく湖面や水路を泳ぎ魚を捕食してい
ました。約2か月滞在しました。

カッコウ

担E’E日時：6月 19日
姻影渇PIT：尾瀬魚沼市
織膨者： 1喝雲敏夫

この日はカツコウがよく鳴いて、林の織で待っていると近くにと
まってくれました。

アリスイ
織彫日時 ：4月24自

a・影渇所 ：銀山平｛魚沼市）
織膨者：！蟻原哲音量

旅烏として主に平野郎を遭遇するキツツキ。わずかに震の消えた路
面でエサをさがしていました。春の渡りシーズン。賓の残る銀山平で。
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日本野鳥の会の活動と役員組織について

日本野鳥の会新潟県は6月に総会を開き、今年

度の活動を進めています。

日本野鳥の会の本部も新役員体制で本年度の活

動がスター トしています。「野鳥J誌やホームペー

ジ等をご覧になった会員の皆さんは，既にご承知

のことと思います。石部久会長が評議員として任

に着きましたので、ここに紹介したいと思います。

日本野鳥の会会長等・評議員・役員

20日.6. 15現在（敬称略）

会畏、副会畏（五十音順）

会 長： 柳生 博（評議員長）

副会長：上田恵介（評議員）

佐藤仁志（理事長）

評議員（五十音順）

評議員長：柳生 博（俳優）

評議員： 石井 隆（日本野鳥の会神奈川県支部副支部長）

石部 久（日本野鳥の会新潟県会長）

上回恵介（立教大学教授）

上原 治也（三菱U目信託銀行株式会社最高顧問）

北白川道久（一般社会法人霞会館理事長）

原 剛（早稲田環境塾塾長）

丸山 聡子（日本野鳥の会ひょうご代表）

理事（五＋音順）

理事長： 佐藤 仁志（日本野鳥の会島根県支部副支部長）

副理事長： 吉田 新（音楽コーディネーター）

常務理事： 遠藤 孝一（日本野鳥の会栃木副代表）

佐久間 仁（日本野鳥の会佐賀県支部副支部長）

理 事： 安西 英明（公益財団法人日本野鳥の会主席研究員）

狩野 清質問O自熟読察指導員京都連絡会元代表）

松田道生 フリーランス（執筆業等）

見田 元（日本調剤株式会社常務J{！（締役）

監事（五十音順）

監 事： 上田 健（トコロジストよこはま・あさひ代表）

曽我千文（東京都職員）

r全国鳥類繁殖分布状況調査』

調査協力についてのお願い

日本野鳥の会では、全国的な鳥類の繁殖状況を

把握するための調査として、環境省の委託を受け

て、 19 7 4年から 78年にかけて第2回自然環

境保全基礎調査、 l9 9 7年から 2002年にか

けて同第6回調査を行ってきました。

この 2回の調査結果から、初めて全国的な鳥類

の分布の比較が可能となりました。 その結果、環

境省版レッドリストヘヨタカやアカモズが掲載さ

れ、また、日本の生物多様性評価にも調査結果が

広く活用されるなど、大きな成果を上げることが

できました。

近年では、シカの増加に伴って薮に住む鳥類に

およぽす影響、外来種の分布拡大、気候変動によ

る分布の変化や草原性の鳥類の減少など、鳥類や

それを取り巻く環境に様々な変化が刻々と進んで

いる可能性もあります。

調査は、ラインセンサスだけでも全国で約 2,

300コース、県内では 65カ所の調査地を調べる

予定です。調査地に生息している（佐渡 13ヶ所）

鳥の種類や生息数を調べ、分布図を作成します。

会員の皆さん、全国の他支部の仲間と一緒に調査

活動の参加 ・協力してみませんか。 よろしくお願

いします。

樹木の生畏と共iこ淘加している樹潟性の鳥 キビタキ
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銀山平探鳥会 ～柳瀬昭彦先生を想う～

平成27年 日本野鳥の会新潟県銀山平探鳥会

佐藤武

平成27年度の日本野鳥の会新潟県の総会及び

探鳥会が、 6月6～7日に銀山平で行われました。

総会研修会では、石部久会長から「奥只見山系と

鳥類群集」について、桑原和寿氏から「魚沼市で

観察された鳥類」について、それぞれ興味深い話

を聞くことができました。

魚沼市は河川 ・渓流の烏から高山に至るまで、

多様な野鳥たちとの出会いを楽しむことができま

す。魚沼市の野鳥リスト（魚沼市鳥類目録）では、

204種が記録されています。

私は奥只見銀山平の自然に触れると柳瀬昭彦

先生を思い出します。今年4月、日本野鳥の会新

潟県の役員を長年に渡り務められ、小出野鳥の会

会長である柳瀬昭彦先生が逝去されました。魚沼

市の野鳥リスト（魚沼市鳥類目録）は、柳瀬先生

が 19 7 2年から観察 ・調査を続け、まとめたも

のです。

柳瀬先生は私の高校時代の恩師でもあり、野鳥

観察を始めて 30年余りの私にとっても大きな存

在でした。

柳瀬先生とは、魚沼市の各鳥獣保護区設定の調

査に同行させていただ‘きました。越後駒ヶ岳の暑

い夏山登山。銀山平を眼下に見ながらクロジ、コ

ルリの声に励まされ、足元の沢筋から聞こえるル

リピタキの声に一瞬の涼を感じ、イヌワシの出現

を期待し夏未だ雪残る山頂を目指す登山は、柳瀬

先生にとっても好まれた山行でした。

柳瀬先生夫妻とはいろんな所に探鳥に出かけま

したが、特に奥只見には良く 一緒に行きました。

毎年春には、小出野鳥の会恒例のコノハズクを聞

く会。また、晩秋の茅野で、出会ったベニマシコの

群れに皆で感激したことを覚えています。

昨年の春、柳瀬先生は奥様に車椅子を押しても

らって銀山平の散策をしました。後日、届けられ

た葉書の一節を紹介したいと思います。

「とにかく夢の様な時間でした。ラショウモン

カズラ、シラネアオイの群落、銀山平ならではの

見事さ。細君はニュウナイスズメにかなり酔った

様で、す。J

r小出野鳥の会だ、より」が届かなくなって半年。

魚沼市の探鳥会では、柳瀬先生が初めてフィール

ドスコープで見たキセキレイの美しさに心惹かれ

たことや、春の探鳥会の始めには、いつも「幸せ

の青い鳥オオルリを見つけましょう」と言ってい

た声が今も耳に残ります。

柳瀬昭彦先生なくしては、魚沼で、のバードウォ

チングという文化は育ちませんでした。今では若

い指導者も育ち、安心されて旅立たれたと思いま

す。ご冥福をお祈り申し上げます。

残曾の銀山ljZから中荒沢岳を見る

靭.の晴れた、銀山平 越後胸ヶ岳の.大な風媛

平成27年日本野鳥の会新潟県銀山平祭鳥会の風祭

-11 -



新潟県探烏地ガイド

雪国の烏をたずねて

破間川水系 ～広神ダム ・薮神ダム～

1 はじめに

魚沼市は河川 ・渓流の鳥から亜日山帯の鳥まで

206種の野鳥が観察されている。今回はアクセス

が良く、探烏地として楽しめる、魚野川と合流する

破問川（あぶるまがわ）水系の2つのダムを紹介する。

2 広神ダム

破関川｜の支流である和田川にある 2011年竣工の

新い＝ダムで、国道 252号線から 352号線に入り

3km程の緩い登り坂の先にある。0.65kniのダム湖

にはカモ類などの冬烏が飛来するが、残念ながら

冬期のダム周辺は 3mを超す雪に覆われてしまう。

春に雪がなくなる4月下旬になるとダム堤頂から

左右の傾斜の急斜面にオオルリ、サンショウクイな

どの夏鳥の姿や声。速くの尾根には渡って来たサシ

パ、ハチクマなどが飛ぶ様子を楽しめる。

叫’解けが早ければ湖面にコガモなど~~：Hi}の遅いカ

モ類を見ることができる。

ダムの下流にある緑地公園からタ．ムへ向かって歩

くのもおすすめ探烏コースで、ジュウイチ、カッコウ、

アカショウピン、サンコウチョウ、ノジコなど山の烏

と水辺の烏が待っている。人里からすぐ近くとは思

えない豊かな円然に触れることができる場所である。

コイを鋪らえたミサゴ H神ダム

発行 2015年101-l1511 ~o.80 

厳縛ダム 大倉沢大橋から下流方向

3 蔽神ダム

広神ダムが雪解けまで近寄れないのに対して冬

のカモ類も観察可能なダムが破問川の少し上流に

ある薮神ダムである。

国道252号線の大倉沢付近を東に進むとすぐ

に破間川をせき止めた細長いダム湖が見える。ダ

ム湖中央付近を県道70号線の大倉沢大橋が横断

していて橋の歩道から湖面や両脇の林がとても見

やすい。

春にオシドリを見ることが多く、遅くまで残る

キンクロハジロなどカモ類、張り出した枝にとま

るカワセミなどが観察できる。また、ダム東側の

山の稜線には枯れたマツなどが点々とあり、カモ

類を狙うワシ ・タカ類、運が良ければ大きなコイ

を食べるミサゴも見ることもできる。

（魚沼市桑原和寿）

大倉沢大績から良く観察できるオシドリ

先行人石部久 編集計小林成光、千葉晃

日本野鳥の会新潟県
’H 務 /nj 〒950・0941新制di1!11J.とlX:k池3J’1 113爵25り

T日， 025-285-2..J05 4；問由紀f}j 
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